Two cases of urachal diseases : inflammatory urachal granuloma & urachal diverticulum with stones by 甲野, 三郎 et al.
Title尿膜管疾患の2例 尿膜管炎症性肉芽腫および尿膜管性膀胱憩室結石―
Author(s)甲野, 三郎; 前川, 正信; 山口, 武津雄










尿 膜 管 疾 患 の2例
一尿膜管炎症性肉芽腫および尿膜管性膀胱憩室結石一
大阪市立大学医学部泌尿器科学教室(主任:田村峯雄教授)
甲 野 三 郎
前 川 正 信
山 口 武 津 雄
TWO CASES OF URACHAL  DISEASES  : INFLAMMATORY 
URACHAL GRANULOMA & URACHAL DIVERTICULUM 
               WITH STONES
           Saburo  KONO, Masanobu MAEKAWA and Mutsuo YAMAGUCHI 
         From the Department of Urology, Osaka City University Medical School 
                         (Director  : Prof. Dr. M. Tamura) 
   Two cases of urachal diseases were presented. One was a inflammatory urachal granuloma 
and the other was a urachal diverticulum with stones. 
   The literatures were  bridfly reviewed.
尿膜管 の発生 お よび構造 に関 しては,現 在 な
お定説 はな く,尿 膜管 に由来 す る各種疾患 も比
較的稀 な もの とされてい る.し か し近年尿膜管
に対 す る認識 の普及 と共 に,そ の疾患 の報告 例
も漸 次増 加 してい る.最 近我 々 も尿膜 管炎症 性
肉芽腫,お よび尿膜 管性 膀胱憩室結石 の各1例
を経 験 したので,こ れ らの症例を簡単 に報告 す













現症:体 温38℃.体 格栄養共に中等度で,眼 瞼結
膜,咽 喉頭粘膜は正常である.胸部は打聴診上異常は










肝 機 能検 査:正 常.
血 液 化 学 所 見:UreaN12.7mg/dl,Na148.5mEq/
L,K4.6mEq/L,C1106.5mEq/L,Ca9,2mg/d1,P
3.5mg/d1,totalprotein8.Og/d1,A/G1.20.
尿 所 見:黄 色梢 々澗 濁,反 応 酸 性,蛋 白(=ヒ),沈
澄 で は 白血 球(十),桿 菌(十),球 菌(十).
膀 胱 鏡所 見=容 量IOOcc,膀胱 粘 膜 は 発赤 浮 腫 状 で
あ る.膀 胱 頂 部 は 軽度 膀 胱 腔 内 へ 突 出 して い る.尿 管
口は 両 側共 形 態 ・運 動 共 に 正 常 で あ る.青 排泄 正常 。
レ線 所見:腎 部 お よび 骨 盤 部 単 純 レ線 像 で は異 常 陰





















患 者:小 ○ 繁 ○,44才,主 婦.
家族 歴,既 往 歴:特 記す べ き こ とはな い,
主訴:頻 尿,排 尿 痛,お よび下 腹 部 痛.
現病 歴:昭 和38年頃 よ り,時 々発 熱 発 作,悪 心,嘔
吐 と共 に 下 腹 部 の 痺 痛 を訴 え てい た が,虫 垂 炎,移 動
盲 腸,あ るい は 腹膜 炎 な ど と診断 され,そ の都 度 対 症
療 法 を受 け て い た が 現在 もな お下 腹 部 鈍 痛 が 続 い て τ
る.昭 和40年2月 初 旬 よ り頻 尿,排 尿 痛 を 訴 え,某 医
に て膀 胱 炎 の 診断 の も とで,抗 生 剤 の投 与 を 受 け た が
軽 快せ ず,2月24日 当科 外 来 を 受 診 した.外 来 受 診 時
排 尿回 数,昼10～12回,夜4～5回.
現症:体 格 中 等度,栄 養 良好,顔 面 胸 部 四 肢外 陰 部
共 に著 変 を 認 め な い.腹 部 は 平 坦 軟 で あ るが 下腹 部 に
軽 度 の圧 痛 を 認 め る.肝 ・腎 ・脾 は 触 知 しな い
検査i所見 血圧118～62mmHg,Wa-R(一).
血液 所 見=赤 血球 数470×104,血色素 量(Sahli法)
87.O%,ヘマ トク リッ ト値37.0%,白 血 球 数6,000,
そ の百 分 像 正 常.
血 液 化 学 所 見=UreaN8.6mg/d1,Na140。3mEq/
L,K4.4mEq/L,C1106.2mEq/L,Ca8.6mg/dl,P
3.Omg/dユ,totalprotein7.8g/d1,A/G1.40.
尿 所 見:黄 褐 色 濁 濁,反 応酸 性,蛋 白(+),沈 渣
では 赤 血 球(±),白 血球(什),球 菌(+).


















































か ら辛 うじて隙間を認める ものまで様々であ
り,Andersonによると,管腔の膀胱端は約2/3

























結石例は 第2表 の ごと く自験例が10例目であ
る.なお,外松 ・大橋は尿膜管癌の膀胱面に小
結石が附着 していた症例を,篠 崎 ・小久保は尿
膜管嚢胞内の炎症性肉芽腫中に扁平弾力性軟の
結石様物質を入れていた症例を,佐 藤等は尿膜


























通を生じた場合を憩室 とい う.膀胱 と肉眼的に
明らかな交通のない場合は嚢胞であり,膀胱 と
尿膜管の閥に境界がな く,また尿膜管の上端が













部腫瘤として触知 し得る程巨大 となるか,ま た
は炎症,結 石等の合併により,頻尿排尿痛尿掴
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ある.年令は17才か ら74才まで平均年令47才,
♂=♀=6:4で ある.そ して尿膜管性膀胱憩
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第1表 本 邦 尿 膜 管 炎 症 性 腫 瘍 症 例































































































































































慢 性 炎 症






炎 症 性 所 見
非特異性炎症性
肉芽腫
炎 症 性 腫 瘍
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炎 症 性 腫 瘍




炎 症 性 腫 瘍









































































第2表 本 邦 尿 膜 管 結 石 症 例
































































尿 膜 管 嚢胞 中




尿 膜 管 嚢胞 中
形成不全尿膜管中










帽 針 頭 大
膀胱内部分は桑実大
憩 室 内 部 分 は
O,9×O.5cmO.159.

















































　 ロ ロゆ ら
霧 搬 蘇.懸 磨 ・・
第4図.症 例2の組織像(H&E染 色×100)
